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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，今後の大学教育を展望し，先導的にゼミ活動支援の方式を提案する
ことにある．ここでのゼミ活動の骨子は，知識・スキルの獲得をさせることにあらずして，教員の適切な支援と
ともに能力進捗をゼミ生相互に評価し合い，自己増殖的に知識・スキルを自ら醸成する体質の涵養にあるとす
る．その理念に基づき「SMS：Seminar Management System統合ゼミ活動支援システム」の設計開発を行った．大
学におけるゼミの実態を調査し，研究者自身のゼミに実際に適用し，毎回の映像や相互評価により振り返りを継
続的に行い，その効果を実証した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to prospect for future university education,
 and to propose a method of supporting seminar activities on a leading basis. The main point of the 
seminar activities here is not to acquire knowledge and skills, to mutually evaluate ability 
progress as well as appropriate support of faculty members, to cultivate a constitution that fosters
 knowledge and skills themselves in a self-propagating manner Based on that idea, we designed and 
developed "SMS: Seminar Management System".  I surveyed the actual situation of seminars in the 
university and applied it to tour own seminar actually, and students continued to reflect on each 
video and mutual evaluation, and reflected its effectiveness.
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１． 研究開始当初の背景 
（1）将来的に大学教育・授業は，多人数講
義型授業と参加型討論型少人数授業に大別
できる．前者の講義型授業は徐々にオンライ
ン授業／e ラーニングに置き換えられ，後者
の参加型授業，今後，大学のオンキャンパス
に残る面談形式すなわちゼミ活動である．ア
クティブラーニングの普及促進にも見られ
るように，参加型討論型少人数授業の重要性
が指摘され研究開発の必要性は高い． 
（2）講義型授業の支援システムである
LMS(Learning Management System)は普
及・実用されつつあるが，参加型授業の支援
システムはあまり考慮されていない．ここに
筆者は大学におけるゼミ活動を支援する
SMS (Seminar Management System：統合
ゼミ活動支援システム)を提唱するものであ
る． 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は，今後の大学教育を展
望し， 10 年間単位を想定して，先導的にゼ
ミ活動支援の方式を提案する．具体的には
SMS：Seminar Management System 統合
ゼミ活動支援システムの開発とその効果の
実証である． 
（2）大学におけるゼミ活動形態の実態調査，
基本設計理念に基づくシステム構築，実用に
よる効果の実証と将来方針への提言を行う． 
 
３．研究の方法 
（1）国内のゼミ活動関連の研究報告も，ゼ
ミ活動のデザイン面や研究のコンピュータ
支援システム開発に関する先行研究の調査． 
（2）大学におけるゼミ活動形態の実態調査
の実施． 
（3）SMS(Seminar Management System：
統合ゼミ活動支援システム)の開発と継続的
実践利用による効果の実証． 
 
４．研究成果 
（1）「統合ゼミ活動支援システムの提唱」 
 近年の高等教育は，遠隔教育，e-ラーニン
グ，MOOC(Massive Open Online Course)
と約 10 年単位で大きな変革のキャッチフレ
ーズとともに，大学教育機能のパラダイム自
体がドラスティックに変貌し続けている．こ
うした状況から，物理的な移動をともなう通
学によってはじめて可能となるキャンパス
での対面教育は，大教室での多人数一方向の
講義型授業形態から，少人数対話型・参加型
の討論形式に転換されるべきであるとする
考えが主流となってきた．その集約的形式は
「ゼミ活動」である．個々のゼミに独自の教
育理念を設定し，学生が所属したくなる魅力
的な教育・研究体制を各ゼミどうしが競い合
い切磋琢磨することで，もって今後の大学教
育の質的向上を目指すべきものと考える．そ
れを具体的に支援するシステムとして，「統
合ゼミ活動支援システム  SMS: Seminar 

Management System」の構築を目標として
掲げることを提唱した． 
（2）「システムの開発」 
 統合ゼミ活動支援システム SMS(Seminar 
Management System)の設計指針策定と開
発を並行して行った．SMS の中身としての具
体的かつ多様なゼミ活動の手段について，伝
統的な専門書・研究論文の輪講の他に，ワー
クショップ/即興スピーチ，オンライン・ディ
スカッション，テレビ会議システムによる他
大学との同時双方向遠隔合同ゼミを試行実
施した．ワークショップ/即興スピーチでは，
ルーブリックを開発して評価手法の開発し
た．オンライン・ディスカッションでは，「六
色ハット法」や「三酔人経綸問答式」などの
フレームワークの導入，実施，テレビ会議シ
ステムによる複数大学合同ゼミもスポー
ツ・体育実技ものなどを実施し，実用性と効
果を検証した． 
（3）「ゼミ活動内容の事例」 
即興スピーチ活動の支援機能を事例として
紹介する．即興スピーチ活動の支援機能の使
用手順は次の通りである． 
➀ スピーチ登録 
 スピーチ開始前に教員側がスピーカーを
登録する． 
➁ 評価・コメントの入力 
 スピーチ一覧の「評価」ボタンを押すと評
価入力画面がポップアップで表示される．聴
衆は観点別評価の入力（７段階評価）と，総
括コメント（良かった点，改善点），総合評
価を入力する． 
➂ 即時振り返り 
 プレゼンテーション活動支援のときと同様， 
相互評価推移，レーダチャート，総括コメン
ト一覧より行う． 
(4) ゼミ活動時間外における評価・振り返り 
 TAが後刻、映像をアップロードする(図 1)． 
 

 
図 1 フィードバック画面 
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